
 

ごあいさつ  星久喜公民館館長 若海 唯賀 

９月１日は防災の日です。近年は地震、水害、土砂災害が頻発しており、各家庭での物心両面の備え

が必須な状況と言えます。災害が発生したときは被害の状況に応じて自宅に留まる在宅避難にするの

か、避難所に非難するのかを判断することになります。プライバシーの確保や感染の回避等を考えると

在宅避難が望ましいところですが、その場合避難中の食料の確保や暑さ寒さ対策を、各家庭で講じる必

要があります。飲料水や食料、生活用品は最低３日、できれば一週間分の備蓄が必要と言われていま

す。日頃からそういった生活必需品を多めにストックしておき、そこから少しずつ消費し、減った分を

買い足していく「ローリングストック」が推奨されております。なお、在宅避難であっても避難所の物

資やボランティアによる支援は受けることができます。星久喜公民館にも、市の避難所として食料等の

初動対応用備蓄品や、非常用ソーラーパネルとポータブルバッテリー等を配備しております。有事の際

には千葉市が配信するメールサービス等で、支援情報をこまめにチェックすることが大切です。携帯電

話等をお持ちでないためお手元に情報が届かない場合は、公民館入口のデジタルサイネージ（液晶モニ

ター）や館内掲示物等で、市が発信する災害情報を確認することができますのでお知りおきください。 

新クラブが誕生しました！ 

「水彩を楽しむ会」 毎月第三火曜日 １３：００～１６：００ 

６月に行った水彩画講座の受講生 9人で活動開始しました。 

市展作家の先生に水彩画を習います。是非活動を見に来て 

ください。随時入会を受け付けております。 
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最近の主催講座から 

「フレームの中に海を作ろう」 

7/20（土） 木製のフレームの中に、

小さなチャーム、ビーズ、毛糸等を

配置して、心の中の海の世界を自由

に楽しみながら表現しました。 

「藍染教室」 8/3（土） 持参した T シャツを

輪ゴムで縛ったりビニール袋で養生したりして液

に浸けると、真っ白い布に藍色の美しいグラデ

ーションが現れます。今年も子どもたちに新鮮

な感動を与えてくれました。 

「親子で学ぼう！子ども部屋のお片付け術」 8/8（木） 

子どもの苦手な部屋の片付けがテーマですが、親子でゲーム

を楽しむ中で無理なく学ぶことができました。 

「わくわくドキドキ夏祭り」 

8/11（日） 今年も青少年育成

委員会・相談員・朗読会・千手

院・学生ボランティア等地域の

皆様のご協力でたくさんの出しも

のが準備され、子どもたちは思

いきり楽しむことができました。 

「素敵なランプシェード」

8/21（水）思い思いの色と

形をちりばめた、きれいなラン

プシェードができました。 

これからの講座案内 

１ 音楽療法～音楽とともに心身の 

リラックス～ 10/25、11/1（金） 

 音楽を聴いたり歌ったりしな 

がら、高齢者の方に無理なく 

体を動かし、リラックスしてい 

ただける講座です。 

２ 第４４回文化祭 11/10日（日） 

 今年も一日開催します。クラブ連絡会の

皆さんが全力で準備されています。当日は

是非星久喜公民館にお立ち寄りください！ 

３ スマホ教室 11/21、28（木） 

 「説明書を読んでもよくわからないな

あ・・・」機種に関わらずそんな悩みを解消し

てくれる講座です。まだスマホをお持ちでな

い方にも貸し出しの準備がありま 

すので、購入を検討中の方にも 

参加していただけます。 

４ 秋のウォーキング 11/27（水） 

 最寄りの駅に集合して、秋の湾岸地区を

約２時間かけて歩きます。 

今年は「稲毛海浜公園」周辺 

を中心としたウォーキングを 

予定しています。 

『俳句クラブ』8 月の作品より   

千葉の地に馴染めぬ姑や秋隣 

 


